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開会時刻 午後１時 

 

 ただいまから、令和３年第２回教育委員会定例会を開催いたします。 

 日程第１、署名委員を決定いたします。蓮沼委員と石井委員にお願いいた

します。 

 続きまして、日程第２、議案の審議に参りますが、初めに、審査の進め方

についてお諮りをいたします。 

 第２号議案「所有権移転登記請求に係る訴えの提起について」につきまし

ては、議会に上程する前の議案に関することでもあり、第３号議案「教育に

関する事務の議案についての区長からの意見聴取について」は、教育に関す

る事務の議案について、令和３年第１回江戸川区議会定例会で審議するに当

たり、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２９条の規定に基づ

きまして、区長から教育委員会に対して意見聴取されたものであります。 

 両議案は、議会に上程する前の議案に関することであり、政策形成過程に

ある案件でもありますので、江戸川区教育委員会会議規則第１３条に定める

秘密会として審議したいと思いますが、この発議に賛成の方は挙手をお願い

いたします。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

 賛成多数と認めます。これより会議は秘密会となります。 

 なお、両議案につきましては、議案が議会に上程された後に、議事録の公

開を可能といたします。 

 

〔秘密会〕 

    〔政策形成過程期間が終了したため秘密会部分を公開〕 

  

 それでは、第２号議案「所有権移転登記請求に係る訴えの提起について」

を議題といたします。事務局よりお願いいたします。 

 

 お手元の資料に訴えの提起についてという表題の資料がございます。こち

らの案件は、地方自治法の規定に基づきまして、令和３年第１回の区議会定

例会に提出するために、審議いただくものでございます。 

 内容でございますが、１にありますように、訴訟の相手方は、こちらの本

件土地の所有者の法定相続人でございます。 
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 ２は事件の概要でございます。江戸川区立小学校の敷地内にある土地二筆

について、江戸川区による用地買収後、区への所有権移転登記がなされてお

らず、区の所有権が未登記の状態で現在に至っているというのが現状でござ

います。  

 そこで、区は、本件の各土地について、売買契約により所有権を取得して

いるという認識でございますが、所有権移転登記につきましては、それぞれ

の土地の所有者の法定相続人の合意を得ることが困難な状況でございます。 

 つきましては、こちらの土地は、区が学校開校以後、学校敷地として継続

して使用しておりまして、既に取得時効が完成しているということから、訴

訟手続によりまして、所有権移転登記の手続を請求させていただくものでご

ざいます。 

 ３の訴えの内容でございますが、こちらは区が所有者の法定相続人に対し

まして、土地の時効取得等を原因とする所有権移転登記を求める訴えを提起

するということになってございます。 

 

 この件に関しまして、御質問、御意見がございましたらお願いいたします。 

 

 移転登記がなされていなかったというのは、どういうことなのでしょう。 

 

 本来であれば、売買契約が締結されておりますので、所有権移転登記が済

んでいる状態になっているべきでございます。ただ、こちらにつきましては、

当時の耕地整理事業ですとか、土地改良事業の関係で、登記がなされずに現

在に至っているということです。 

 

 単なるケアレスミスとか、そういうのではないのですね。 

 

 手続として当時できない状況があったのかもしれないのですが、現状にお

いてこういった状況ですので、本件にて手続きをさせていただきたいと思い

ます。 

 

 他になければ、第２号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、原案のとおり決定いたします。 
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 続きまして、第３号議案「教育に関する事務の議案についての区長からの

意見聴取について」を議題といたします。事務局より説明をお願いいたしま

す。 

 

 では、御説明させていただきます。資料をお配りしてございますが、初め

に、区長から教育長への公文を御覧ください。令和３年２月１７日に開会い

たします、令和３年第１回江戸川区議会定例会におきまして、議案を提出す

る予定でございますが、法律に基づきまして、意見聴取を行うものでござい

ます。 

 案件といたしましては、４件です。１件目、令和３年度江戸川区一般会計

予算中教育の事務に関する部分。２件目、令和２年度江戸川区一般会計補正

予算中教育の事務に関する部分。３件目、職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例中教育の事務に関する部分。４件目、訴えの提起につい

て、この４点目は、先ほど説明した第２号議案にお示ししたものでございま

す。 

 ４点目以外を御説明させていただきます。次のページを御覧ください。令

和３年度当初予算（案）としてお示しさせていただいてございます。１の予

算規模でございますが、令和３年度の一般会計予算につきましては、２，７

７３億８，４００万円余となってございます。増減につきましては、４．１％

の増でございます。こちらの特別会計を併せまして、総額といたしましては、

４，００３億７，６００万円ということで、３．４％の増額でございます。 

 ２番の歳出につきましては、一般会計中、教育費の部分を記載させていた

だきました。令和３年度につきましては、３６８億６，７００万円というこ

とで、５．７％の増額となってございます。 

 裏面を御覧ください。重点事業項目一覧として挙げさせていただいてござ

います。１点目は、校庭の人工芝化でございます。改修が必要な校庭を人工

芝に整備し、教育環境を向上するというものでございまして、西小岩小学校

を予定しております。 

 ２点目、小学校水泳指導の民間施設委託につきましては、改築校の水泳指

導を民間プール施設で実施するものでございまして、南小岩小学校を予定し

ております。 

 ３点目、すくすくスクール事業につきましては、学童クラブの時間延長、

午後７時までの延長でございます。また、学童クラブでの補食の提供、月に

１，２００円の保護者実費負担を予定してございます。 

 ４点目の外国籍児童の日本語支援につきましては、葛西地区で日本語サポ
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ーターによる日本語学習支援を実施する予定です。 

 ５点目の放課後補習教室につきましては、補習教室の実施コースを３３校

から６６校に増やすというものでございます。 

 その他学校施設の改築ということで、（１）から（１３）にお示しした学

校の改築を進めてまいります。 

 次のページを御覧ください。横判の資料でございますが、教育費当初予算

についてというものでございます。歳入につきましては、主な内容といたし

ましては、上のほうから、学童クラブや幼稚園の保育料、また国庫支出金、

都支出金などのいわゆる負担金や交付金、補助金などでございます。 

 併せて、諸収入にございますように、奨学金の貸付金返還金等、これらの

歳入を併せまして、２８億８１１万円ということでございます。前年度比１．

７％の増でございます。 

 裏面を御覧ください。こちらは、歳出でございます。費目ごとにお示しを

したものでございます。初めに、教育推進費でございますが、４０億３，６

００万円余でございまして、２０．２％の増でございます。こちらにお示し

しております新規事業等は先ほどお示ししたとおりでございますので、主な

内容といたしまして記載をさせていただいてございますが、教育推進費、主

な増の要因としましては、学校情報化の推進と書かれている部分でございま

す。いわゆるＧＩＧＡスクールの一人１台のタブレット端末の関係でござい

まして、こちらが教育推進費の主な増というものになってございます。 

 学務費につきましては、８５億９，６００万円余でございまして、２．７％

の減ということでございます。 

 教育指導費につきましては、１２億６，０７６万４，０００円でございま

す。１２．９％の減でございます。主な内容としましては、こちらにお示し

しているとおりでございます。 

 学校施設費につきましては、１９１億６，４００万円余でございまして、

１１．７％の増となってございますが、主な増の要因は、学校施設の改築等

でございます。 

 教育研究諸費につきましては、２億７，６００万円余でございまして、０．

７％の増でございます。 

 その他、職員の給与費も併せまして、合計として、３６８億６，６００万

円というものでございます。 

 次のページを御覧ください。こちらからは、令和２年度第１０号補正予算

概要（教育費）の案をお示しさせていただいたものでございます。最初のペ

ージが歳入でございます。 
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 主な項目を御説明させていただきますと、分担金及び負担金につきまして

は、学童クラブの育成費負担金でございます。５，４００万円余の減額補正

でございますが、こちらは、いわゆる緊急事態宣言期間中、都の補助金を活

用することによりまして、保護者からの育成料の徴収を見送ったことによる

減額補正です。 

 国庫支出金につきましては、国庫負担金にございますが、公立学校施設整

備費国庫負担金、２億４，７００万円の減額補正でございます。こちらは、

小松川中学校の改築工期の延伸によりまして、対象期間の変更があったこと

によるものでございます。 

 国庫補助金につきましては、節の１点目、学校施設環境改善交付金２億７，

６００万円余の減額補正でございます。当初見込んでいた工事の補助金が採

択されなかったことによるものでございます。こちらにつきましては、次の

都支出金を御覧いただきまして、節の２点目、上から二つ目でございますが、

公立学校屋内体育施設空調設置支援事業費都補助金でございますが、こちら

に９億５，２８４万円の補正をしてございます。こちらは、当初見込んでお

りました国庫補助、先ほど採択されなかったというものがございましたが、

それに伴いまして、その補填として、都補助が採択されたものでございます。 

 これらを併せまして、歳入といたしましては、１億３，０００万円余の歳

入補正予算を組んでいるところでございます。 

 裏面を御覧ください。こちらからは、歳出になります。今回、歳出の部に

つきましては、主に新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、事業の中止や

延期を行ったことによる減額補正が主なものとなってございます。そこで、

主なコロナ対策で減額補正したもの以外を中心に説明をさせていただきま

す。 

 まず、教育推進費でございますが、全体で２６億９，０００万円余の減額

補正でございますが、１点目、木全・手嶋育英資金関係費、こちらは寄付金

といたしまして、４００万円の寄付を頂いたというものでございます。 

 また、上から五つ目、及び六つ目の学校情報化推進事務費の小学校費及び

中学校費、それぞれ１７億８，９００万円余、８億１，６００万円余の減額

補正をしてございます。要因としましては、いわゆるＧＩＧＡスクールの学

習者用タブレット端末の契約時期が当初の見込みよりも遅れたことにより

まして、契約期間が短くなったことが原因でございます。 

 併せて、データセンター等の構築につきましても、精査を行い、減額補正

につなげているものになります。 

 続いて、学務費でございますが、全体で１億４，０００万円余の減額補正
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です。上から二つ目の項目になりますが、学校運営費（小学校）にございま

すように、電子黒板の契約額が予定よりも収まったものということに伴いま

して、３，１００万円余の減額補正をしてございます。 

 続いてのページにつきましては、概ね新型コロナウイルス感染症の関係の

中止に伴うものでございますが、一番下の部分、新型コロナウイルス感染症

対策費につきましては、これも新型コロナの関係ではございますが、令和２

年３月の学校臨時休業期間中におきまして、事業者が負担した学校給食食材

等の費用の補償を行ったものによるものでございまして、２，１００万円余

の補正を組んでいるところでございます。 

 次のページを御覧ください。こちらからは、教育指導費になります。５億

９００万円余の減額補正でございます。 

 事業の一つ目、教職員人事・研修関係費につきましては、３億６，４００

万円余の減額でございますが、内容といたしましては、副校長補佐の設置校

数が少なかったことなどの理由によるものでございます。 

 事業の二つ目、教育活動事業費につきましては、１億７００万円余の減額

補正でございますが、内容としましては、教員用教科書・指導書におきまし

て、学校からの希望が少なかったことなどによるものでございます。 

 続きまして、学校施設費でございます。全体で５億７，５００万円余の減

額補正でございますが、こちらから学校施設費につきましては、いずれも契

約額が予算額を下回ったことに伴う補正でございます。 

 次のページを御覧いただきまして、一番下のところに合計額をお示しして

ございますが、合計で３９億１，６００万円余の減額補正でございます。 

 併せまして、教育費といたしましては、３６１億８，５００万円余という

ものでございます。 

 続きまして、３点目でございますが、職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例の新旧対照表をお示しさせていただきました。 

 こちらの資料の御説明をさせていただく前に、この改正の概要を口頭で御

説明させていただきます。いわゆる育児休業につきましては、職員が出産し

て子供ができた場合に、最低３歳まで休業できるという制度でございます

が、この育児休業の対象となる子供の範囲というものにつきましては、職員

の実子や養子が対象でございます。 

 これに加えて、法律上の親子関係に準ずる子というものが対象となってご

ざいますが、現在、いわゆる里親に当たりますが、いわゆる養子縁組里親と

いうのが養子縁組を行う里親でございまして、もう一つが養育里親というも

のがございます。養育里親につきましては、養子縁組を予定していない里親



 No. 7  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

石 井 委 員 

 

 

 

 

学校施設課長 

 

 

 

でございますが、養育里親について現在限られた場合だけ、この育児休業の

対象となるというふうになっているところでございます。 

 しかしながら、この里親制度につきましては、里親の確保が非常に重要な

課題であるということから、今回区におきましては、養育里親である職員の

養育する子供については、要件を設けることなく、一律に育児休業の対象と

なるように改正をするものでございます。 

 そこで、新旧対照表を御覧ください。今回、改正をいたします第２条の２

につきましては、赤字でお示ししている部分が直前にあります養育里親を対

象としておりますが、赤字でお示ししている部分がその対象を限定している

記載内容でございます。 

 新のほうを御覧いただきますと、その赤字の部分を全て削除しまして、養

育里親である職員については、要件を付すことなく育児休業の対象というふ

うに改正をするものでございます。 

 付則にございますように、この条例は、令和３年４月１日から施行すると

いうものでございます。 

 また、この条例につきましては、いわゆる区長部局の職員だけではなく、

教育委員会の職員も対象になっている条例でございますので、こちらの条例

によりまして、教育委員会も含めて、全てこの取扱いを対応するものでござ

います。 

 また、今後この条例の成立に当たりましては、教育委員会としまして、幼

稚園教育職員の勤務時間条例施行規則も今後改正に向けて、手続きを進めて

まいりたいと考えてございます。意見聴取につきましては、説明は以上です。 

 

 ただいまの件に関しまして、御質問、御意見がございましたら、お願いい

たします。 

 

 まず、初めの資料の裏面のところで、校庭の人工芝化ということがござい

まして、西小岩小が人工芝化されるということですが、改修が必要な校庭を

人工芝で整備しということでございますが、まず改修が必要な校庭ってどん

な校庭ですか。 

 

 西小岩小学校ですが、現在、校庭がゴムチップで舗装されている学校にな

ります。普通の土のグラウンドではなく、ゴムチップで舗装されております。

このゴムチップ舗装は以前からされておりまして、前回に工事したのが平成

２０年ですが、そちらの摩耗ですとか、損傷が激しくなってきたので、改修
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を検討していたところでございます。 

 

 ありがとうございます。似たような校庭というのは、江戸川区内各所にあ

るんでしょうか。 

 

 ２校ございまして、大杉小学校と下小岩小学校の２校でございます。 

 

 そうすると、大杉小学校と下小岩小も将来的には人工芝化するということ

でしょうか。 

 

 まず、下小岩小学校は統合と改修の予定がございます。大杉小学校につき

ましては、施設の老朽化と一緒に今後の校庭整備と併せて検討されていくこ

ととなります。 

 

 ありがとうございます。 

 

 土だとどうしても商店街とか近隣の家に迷惑をかけてしまうので、当初は

アスファルトだったんですよね、昔は。アスファルトはさすがに危ないとい

うので、ゴムチップというのができたので、今はゴムチップ。それが古くな

って改修という。足立区は今、人工芝で進んでいるので、そういう情報があ

って、じゃあ江戸川区もどうだろうかということでとりあえずテストとして

やらせていただいて、よければ他も検討していきたいと思っています。 

 

 補正予算概要の中で、国庫補助金、当初見込んでいた空調設置の補助金が

採択されなかったためって、大きいことですよね。この背景を教えてくださ

い。 

 

 まず、国のほうで補助金が採択されなかった理由についてなんですが、当

初は国と都と自治体で、大まかな補助金割合みたいなのが示されていたとこ

ろでございました。ただ、国がやっている制度策定の時点で、当初国で出す

部分というのが、制度設計上出せなくなってしまいました。その一方で、東

京都で、国が本来出すべきところが出せないのであれば、東京都のほうでカ

バーするということで、それも同時並行で制度設計が進みました。 

 

 国から都に変更になったということですね。中身は同じ。 
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 蓮沼委員と同じところでの質問ですけれども、よく研究費の補助金なんか

で、企業に下りていく場合に、国から５０％出しますよ、企業も５０％出し

てくださいねという格好で補助金が下りてくることがあるのですが、まず国

からの補助金というのは、そういう形のものだったんでしょうか。 

 

 学校施設環境改善交付金の中で、空調機の設置とあるんですが、具体には

体育館の空調だけではなくて、例えば、普通教室ですとか、特別教室などの

空調も対象になっております。江戸川区で今回申請したのは、体育館の空調

ですが、全国的に見ますと、普通教室にすらまだエアコンもついてない自治

体が多いので、そっちのほうが優先採択されています。 

 そこで、負担割合というのは、先ほど示したように、国と都と各自治体で

負担するものだったんですが、優先採択される内容というところで、今回国

のほうでは採択されませんでした。 

 

 そうすると、区としては、予算獲得のときに当然のことだと思いますけど、

国にも出しておく、都にも出しておく、いろいろと策を講じてはいらっしゃ

ったという、そういう理解でよろしいでしょうか。 

 

 まず、順番としては、国のほうに手を挙げるといいますか、申請をいたし

ました。都の支給する要件としては、国に採択されたか、採択されなかった

に関わらず、手を挙げたかどうかということになりますので、申請をさせて

いただきました。 

 

 ありがとうございます。 

 

 採択されなかったというのは、江戸川区だけのことですか。それとも、全

体的にその種の設備に関しては、だめだよということだったんでしょうか。 

 

 体育館の空調ということで申し上げますと、先ほども少しお話ししました

けど、全国的に普通教室、設置していない自治体が多いので、そっちのほう

に優先的に配分されてしまいました。なので、結果として、体育館の空調に

手を挙げた他区なんかも国のほうには採択されていない状況です。 

 

 そういうことですね。 
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 ただ、同様に東京都内ですので、都の補助金を受けて、設置したところが

多いという状況です。 

 

 ほかの学校でも、体育館の設置工事を申請したところもあるんでしょう

ね。どうなんでしょう。 

 

 ２３区で先行した自治体もあったんですが、かなり少なかったので、やは

り今回を機に形式ですとか精査して申請している自治体は多かったです。 

 

 なるほど。 

 

 木全・手嶋育英資金についてお伺いしたいんですけれども、私は木全・手

嶋育英資金というのは、木全さん、手嶋さんが寄附してくださった、その育

英資金なので、それがなくなったらばなくなるのかなと思っていたんですけ

れども、これまでこういう形で寄附を受けられていましたでしょうか。 

 

 これまでも木全・手嶋さん以外の様々な方からの寄附をいただいてまいり

ました。今回のこの寄附につきましては、いわゆる遺言で木全・手嶋育英資

金に寄附をしたいというようなお申し出が、お申し出といいますか、遺言を

残していただきまして、相続人の方からの申し出によるものでございます。 

 

 ありがとうございます。 

 

 そういう制度があるということを知っていて、遺言に残すというのはすご

いですよね。知っていても出さない人もいるし。 

 

 その遺言を読ませていただいたんですけど、その方御自身が奨学金を受け

て大学に行って教員になったそうです。それ以降、江戸川区にずっとお住ま

いになっていらっしゃって、遺言を作成するに当たりまして、大学にお金が

なくて行けないような子供ができたらかわいそうだということで、その木

全・手嶋育英資金、まさに大学に通うための奨学金でございますが、その事

業に自分の遺産を使ってほしいという旨を遺言として残されていたもので

ございます。 
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 尊いですね。 

 

 ２枚目の令和３年度の当初予算についてなんですが、裏面の歳出のところ

なんですが、予算ですので前年度よりも何かいろいろな事業を考えて、プラ

スになるというようなことが多いと思うんですけども、学務費と教育指導費

が減額になっております。これの理由については、今お話がありましたとこ

ろで、いろいろな減額補正されているところの費目に何か関わることで、こ

ういうような減額措置になっているんでしょうか。その辺をちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 

 

 全体的な流れといたしましては、今回江戸川区の予算を編成するに当たり

まして、いわゆる新型コロナウイルス感染症の関係で、今後、歳入が非常に

少なくなるだろうということも踏まえまして、非常に絞った形で予算編成と

いうのが方針としてございました。そういったところもございますので、各

事業それぞれこれまでも余計なものを積んでいたわけではありませんけれ

ども、より精査をして、予算の編成を行ってきたところでございます。特に

学務費につきましては、大きくどれを削ったというよりは、全体的な精査の

結果、この２．７％の減というところがございます。教育指導費につきまし

ても、もちろんそれもしておりますが、併せまして、いわゆる働き方改革で

行わせていただいた事業の中で全校が対象になるということで、予算を令和

２年度計上しましたが、実際にはそれほど使っている学校がなかったものに

ついては、実績に合わせて見直しを行ってございますので、そういったもの

も含めまして、減といいますか、予算を精査するということでございます。 

 

 なるほど。教育指導費は特に１割以上の減額ということなので、結構大き

いかなと思ったのでお聞きしました。ありがとうございます。 

 

 歳出のところの新型コロナウイルス感染症対策関係費で、学校給食食材費

費用を補填したということで御説明がありましたけども、まず補填していた

だけたことはすばらしいことだなと思いました。それで、お伺いしたいのは、

江戸川区以外にもほかの区でもこういう種類の食材費用の補填というのは

出されているんでしょうか。 

 

 これは、小さいところでいくと、例えば、小松菜農家だとか、せっかく栽

培したんだけど給食が休みになったので、結局どこにも出せないで処分せざ



 No. 12  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石 井 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

石 井 委 員 

 

 

るを得なかったと。あとは、パンなんかは小麦粉をとってあるんだけども、

それが結局３か月とか学校ができなかったために使えなかった。あと牛乳で

すね。牛の酪農家のところでも、牛はいるのでどんどん乳は出るんだけれど

も、それを売りさばく先がないということで非常に困っていて、そういった

ものが結構たまっていて、その分を一番大きな消費者として学校給食をやら

なかったために、どうしても処分せざるを得なかった。 

 それは、もちろん業者さんのせいでもないし、我々自治体のせいでもない

んですけれども、何とかその部分をこのままじゃパン屋さんだとか、牛乳業

者の仕事が立ち行かなくなるので何とか助けてくれないかという話の中で、

今回その辺に、我々もなかなかそこにお金を出しづらいんですけれども、国

のほうが、１０分の１０、補助金を出すから何とかそれでやってくれという

話がありました。これは歳入が一緒にくっついています。なので、１０分の

１０補助金が出るのであれば、私どもも業者さんに補償しましょうという形

です。 

 ただ、江戸川区ではこういう形でやりましたけれども、ほかの区について

は、やらない区がたしか多いと思います。それはうちの問題ではないという

ことで、歳入のさだかでないところで歳出を組むわけにはいかないというと

ころなんですけど、私たちは、文科省の職員を呼んで、本当につくの、つか

ないのという話も膝突き合わせて話をしたら、何とかつけるからぜひ業者さ

んを助けてやってほしいという話があったものですから、区長とも相談し

て、じゃあせっかくだから、地元の近くの業者さんだし、地元の農家さんだ

し、助けてあげようよという形での今回こういう予算計上となりました。だ

から、ほかの区が全部やっているかというと、そういう形ではないと思いま

す。 

 

 ありがとうございます。いいお話ですね。 

 

 本当はもっと早く出してほしかったのですが、なかなか補助金がつかなか

ったもので、最後になってしまいました。でもこれで、パン屋さんの組合も

あと牛乳屋さんからも何とか助けてくれという話が来ていたんですが、本当

に最終的にこういう形になってよかったと思います。 

 

 職員の育児休業等についての条例でお伺いしたいんですが、養育里親の方

も里親と全く同等ということなんですが、養育里親の場合には、そうします

と、ある期限といいましょうか、養育里親でなくなるときが来る可能性もあ
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るわけですよね。そうしたときに、その養育里親であるのかないのかという

ことを区としてはどういうふうに把握されるのか。要は、養育里親の状態の

場合には、ちゃんとそういうことをしっかりとフォローすべきでしょうし、

逆に言えば、養育里親じゃなくなれば、そうでなくするということが速やか

にできるのがいいかなと思ったんですが。 

 

 先ほど、言葉が足らずで申し訳ないんですが、養育里親は一部が認められ

てきたというところなんですけれども、具体的に申し上げますと、養育里親

は基本的にこれまで認められていませんでした。どういった場合に認められ

たかといいますと、養子縁組里親になる意思があって、手続をしているんで

すが、実の親の反対があって認められない場合、その場合には、事実上、養

子縁組里親と近いような位置付けにあるだろうということで、養子縁組里親

と同じような取扱いをしてきたというところでございます。 

 養育里親につきましては、本来養子縁組を目的としない里親ということ

で、養子縁組はしないんですけれども、児童相談所からの依頼に基づきまし

て、委託をされて子供の養育をするというようなものでございまして、そう

いった形で里親になっている職員というのがおります。基本的には、職員か

らの申し出により確認をするというところになりますので、あとは、いわゆ

る住民票上もはっきりとは書いておりませんけれども、ある程度の確認がで

きるような形にはなってございますが、基本的には一時休業を取得する職員

が申請をする際に申し出をしていただくということにより確認する予定で

ございます。 

 

 ありがとうございます。それでこの育児休業はよく分かるんですが、実は、

育児休業だけではなくて、ほかのところにも、法令にも関わってくるかなと

いうことを考えての質問だったんですが。 

 

 今回の子供の扱いの部分でございますが、こちらはいわゆる育児休業に関

する条例でございますが、先ほど最後に申し上げました勤務時間条例につき

まして、これと同じ考え方で子供の範囲を決めているものが実はございま

す。子供が熱を出したときなどに取れる子供の看護による休暇であったり、

子供がいる方の深夜の就業制限であったりとか、子供がいることに伴って取

れる休暇や就業の制限等につきまして、同じ考え方によって行っているもの

がございますので、それにつきましては、規則をもって今後改正をして、同

じ扱いにしていく予定でございます。 
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 よろしいでしょうか。他になければ、第３号議案の意見聴取に対しまして

は、異議なしと回答することと決定してよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、異議なしと決定し、区長にその旨を回答いたします。 

 秘密会はここまでとします。 

 

〔秘密会終了〕 

 

 続きまして、日程第３、教育関係事務報告にまいります。 

 「教育委員会後援名義の使用承認について」事務局より説明をお願いいた

します。 

 

 今回、教育推進課から２件、御報告をさせていただきます。 

 １件目でございます。行事名、あいさつ運動キャンペーン、今回３１回目

の後援名義の申請でございます。区のほうの後援名義も申請しているもので

あります。 

 申請者は江戸川区青少年育成地区委員長会会長でございます。 

 事業の概要といたしましては、「あいさつ運動」を区内全域で展開し、地

域の連帯感を高めながら、子供たちの健全育成を図る。区広報、地区委員会

広報などにキャンペーン記事を掲載し、各施設や町会などの掲示板にポスタ

ーを掲示するというものでございます。 

 実施時期は、令和３年４月１日木曜日から５月３１日月曜日の期間となり

まして、実施場所は区内全域でございます。 

 対象は、区内の青少年、及び地域の住民であります。経費の徴収及び賞状・

副賞等はございません。 

 参考に要項をつけさせていただいております。 

 ２件目でございますが、子どもたちのための芸術ふれあいフェスティバル

２０２１、こちらは１２回目の後援名義申請でございまして、こちらも区の

後援名義の申請も行ってございます。 

 申請者は、一般社団法人子ども文化コミュニティえどがわの代表理事でご

ざいます。事業の内容につきましては、芸術鑑賞、芸術文化体験及び伝統文

化との触れ合いを通じて、子供たちの想像性、表現力、社会性を育むことを



 No. 15  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

蓮 沼 委 員 

 

 

庭 野 委 員 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

目的とするというものでございます。 

 実施日時は、令和３年７月４日日曜日、会場はタワーホール船堀の大ホー

ル・展示室等でございます。対象は、区内小・中学生及び一般区民、経費の

徴収につきましては、参加プログラムごとに材料費等のいわゆる実費を徴収

するというものでございます。賞状・副賞等はございません。 

 この芸術ふれあいフェスティバルにつきましては、前年度、令和２年７月

にも予定してございましたが、こちらについては、新型コロナの影響で中止

とされました。今回につきましては、いわゆる新型コロナウイルスの感染症

対策を施した上で実施をしたいというものでございます。 

 参考資料につきましては、先ほど申し上げたものをつけているところでご

ざいます。  

 

 ただいまの件につきまして、御質問、御意見がございましたらお願いいた

します。 

 

 このフェスティバルのほうですけど、代表理事の方は元清新一中のＰＴＡ

の会長さんだと思いますが、一生懸命やられていてすばらしいですね。 

 

 コロナ感染防止対策が随所に出ていて、なかなか今までの経験というんで

しょうか、ほかのところでいろいろとやっていることをうまく取り入れて、

感染防止に努めているなというふうなことを感じました。ぜひ、出演者の皆

さんたち、あるいは、観客の子供たちのために、無事できることを願いたい

なと思います。 

 

 それでは、ほかになければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

 以上をもちまして、令和３年第２回教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 

閉会時刻 午後１時４５分 

 


